
大阪市ＩＣＴ活用関連事業について 
【平成27年度予算（案）】 

総務局 行政部 

総務課（ICT推進グループ） 

資料３ 



ICTに関する社会状況 
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本市におけるＩＣＴ活用の基本的な考え方 

 
 

大都市 
における防災・ 
安全対策 

 

膨大な 
都市インフラの 
維持管理 

 

徹底したＩＣＴ活用 
による課題解決 
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資料の電子化、 
ペーパレス化 

 
 

 
 

フロントオフィス 
の効率化 市民と行政の 

つながりと協働 

 
  

 

 
 

行政の決定への 
市民参加 公共アプリの 

開発・普及促進 

新産業の創出 

端末やアプリ
など手段の 

導入が目的と
なることなく、
活用すること
による効果を
見極め 

ネットワーク
により個々
の施策を 
連携させ 
効果を 
最大化 

技術の革新と 
普及により費用 
が低額化、試験 
導入が容易 

  
ニーズをもとに 
実証実験で 
活用策を 
徹底検証 

小さな成功を
積み重ね、 
活用成果を 
全市に展開 



大阪市ＩＣＴ戦略基本方針（案）について 

 

Ⅰ 最先端ＩＣＴ装備都市への挑戦（Smart City） 
 

Ⅱ 新しい公共（Government2.0） 
 

Ⅲ オープンデータ、ビッグデータ（Open Government） 
 

Ⅳ モバイル・ファースト（Mobile Government） 
 

Ⅴ教育ＩＣＴ 
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５つの大きな柱 



 ・膨大な都市インフラの維持管理、防災・安全対策等、大都市が抱える 
課題解決のため、最先端ＩＣＴの活用促進に取り組む 
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 平成27年度大阪市ＩＣＴ活用関連事業について 
（最先端ＩＣＴ装備都市推進事業） 

Ⅰ 最先端ＩＣＴ装備都市への挑戦（Smart City） 

①ＩＣＴを活用した都市インフラ維持管理システム実証調査 
                       5,000千円 

 現場（道路、橋梁、下水道等）の点検写真と 
ＧＰＳで取得した位置データを集計・蓄積 

 調査結果や傾向分析によって、優先順位 
をつけて対応 

 例）精密点検・補修等の実施、補修計画の作成、 
予算要求基礎資料の作成 

撮影 

資料作成 点検、補修 

DB 



 平成27年度大阪市ＩＣＴ活用関連事業について 
（最先端ＩＣＴ装備都市推進事業） 

Ⅰ 最先端ＩＣＴ装備都市への挑戦（Smart City） 

②ＩＣＴを活用した都市の防災・安全向上実証調査 4,000千円 

 広域WiFiネットワーク 

 とクラウドの活用 

 本庁と拠点（区役所等）の間の 
情報共有・連絡手段の構築 
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 ・膨大な都市インフラの維持管理、防災・安全対策等、大都市が抱える 
  課題解決のため、最先端ＩＣＴの活用促進に取り組む 

本庁 

区役所 公共施設 

メッシュ 
ネットワーク 
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 平成27年度大阪市ＩＣＴ活用関連事業について 
（最先端ＩＣＴ装備都市推進事業） 

Ⅱ 新しい公共（Government2.0） 
 ・新しい公共を促進するために有効なＩＣＴの活用促進に取り組む 

① 市民協働促進・公共アプリケーション開発促進支援 
                   1,944千円 

② 行政情報の見える化促進 
          1,258千円 

市民や民間プログラマーがハッカソン（※）等の場
において公共課題の解決のために公共アプリを
開発する市民協働の取組みと、そのアプリの普及
促進 

大阪市が保有する各種情報 
・データを目に訴えかける 
ビジュアルで市ＨＰ上に公開 

大阪市の人口 年齢別 

※ハッカソン（Hackathon）とは・・・ 
HackとMarathonを組み合わせた造語で、プログラマーたちが技術とアイデアを競い合う開発イベント 

大阪イノベーションハブ 



 平成27年度大阪市ＩＣＴ活用関連事業について 
（最先端ＩＣＴ装備都市推進事業） 

Ⅲ オープンデータ・ビッグデータ 

            （Open Government） 

① オープンデータ・カタログサイトの構築 10,063千円 

オープンデータとそのメタ情報（※）を登録し、どこにどのようなオープンデー
タが存在しているかを利用者にわかりやすく情報提供する専用サイトを開設 

 ・本市におけるオープンデータの利用を促進するため、専用サイトを構築する。また、
民間企業の参画を促進するため、オープンデータ活用にかかる会議を開催する。 
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データシティ鯖江（鯖江市） よこはまオープンデータカタログ（横浜市） 

※メタ情報とは・・・ 
データについてのデータ。データそのもの
ではなく、そのデータに関する情報（作成
者、作成日時、タイトル、データ形式、著

作権情報など）を指す。 

② オープンデータ・カンファレンスの開催 4,985千円 

オープンデータを活用したビジネス創出をめざした会議を開催し、オープン
データの活用促進を図るとともに、本市と民間企業との連携・協働を促進 



 平成27年度大阪市ＩＣＴ関連事業について 
（最先端ＩＣＴ装備都市推進事業） 

Ⅳ モバイル・ファースト（Mobile Government） 

① スマートフォン向け情報提供促進 869千円 

② 外出先におけるタブレット利用による業務効率化実証調査 
                            4,103千円 
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市民にニーズの高い情報についてスマートフォンに対応した情報提供を促進 

タブレットを活用したモバイルワークの導入によって、 
庁外業務（フロントオフィス業務）における業務効率化を実証調査 

 ・スマートフォン向けの市民への情報提供を促進するとともに、
タブレット端末等の活用による業務改善に取り組む 

③庁内情報端末のハイブリッドタブレット化による 

          業務効率化モデル事業 1,362千円 

職員（局長級以上）の庁内情報端末のモニターを着脱式とし、タ
ブレット端末として利用できる端末に置き換え、会議への持ち出
しや説明時の活用など、ペーパレス等業務の効率化を図る 
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 平成27年度大阪市ＩＣＴ関連事業について 
  （学校教育ICT活用事業、校務支援ICT活用事業、図書館公衆無線LAN整備事業） 

Ⅴ 教育ＩＣＴ 
 ・学校教育分野でのＩＣＴ活用により、校務効率化、学校教育の質の向上、
子どものＩＣＴ活用力の向上を図る。また、図書館の公衆無線LAN整備に
より、情報収集の利便性向上を図り、市民サービスの向上につなげる。 

①  学校教育ICT活用 4,108,340千円  

② 校務支援ICT活用 905,985千円 

③ 図書館公衆無線LAN整備 4,344千円  

大阪市の全小中学校（約400校）において、タブレットを活用した授業を
展開し、校内LAN・インターネット回線の増強のための環境整備を行う 

校務事務のＩＣＴ化により、教頭、教員の校務の効率化 
及び情報の有効活用により学校教育の質の向上を図る 

大阪市の全図書館（24館）でWiFi環境の整備を行い、情報
収集の利便性向上を図る 



 平成27年度大阪市ＩＣＴ活用関連事業について 
（最先端ＩＣＴ装備都市推進事業） 

Ⅵ 最先端ＩＣＴ調査等 
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 ・最先端ＩＣＴの調査を行うため、専門家の意見・助言を得る。 

また、国内及び海外の先進都市の調査を行う。 

① 海外・国内の他都市調査 2,856千円  

② 有識者及び専門家 3,509千円  

・ニューヨーク （ＩＣＴ戦略） 

・ソウル （ワンストップ電子行政） 

・ロンドン  （オープンデータ） 

・東京 （指定都市事務主管者会議、 

  他都市の研究成果等の情報収集） 

・室蘭 （オープンデータ） 

有識者、ワーキンググループ分野別専門家を設置し、ＩＣＴ
戦略の策定・実施等に関する助言を得る 



 平成27年度 大阪市 ICT活用関連予算(案)      

Ⅰ 最先端ICT装備都市への挑戦  17,508千円 

・膨大な都市インフラの維持管理、防災・安全対策等、大都市が
抱える課題解決のため、最先端ICTの活用促進に取組む 
 

① ICTを活用した都市インフラ維持管理システム実証調査 
② ICTを活用した都市の防災・安全向上実証調査 

Ⅵ  事務費・調査費                       6,365千円 

予算要求額  5,090,095千円 (うち総務局ICT推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ 39,949千円) 

Ⅱ 新しい公共            12,672千円 

・新しい公共を促進するために有効なICTの活用促進に取組む 
 

① 市民協働促進・公共アプリケーション開発促進支援 
② 行政情報の見える化支援 

Ⅲ オープンデータ・ビッグデータ   16,020千円 

・オープンデータ利用促進と民間企業の参画促進のための会議 
 開催 
 

① オープンデータ・カタログサイトの構築 
② オープンデータ・カンファレンスの開催 

Ⅳ モバイル・ファースト      15,720千円 

・スマートフォンで市民に情報提供促進、タブレット端末活用 
 による業務改善 

① スマートフォン向け情報提供促進 
② 外出先におけるタブレット利用による業務効率化 
③ 庁内情報端末ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄ化による業務効率化 
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・最先端ＩＣＴの調査を行うため、専門家の意見・助言を得る。 

また、国内及び海外の先進都市の調査を行う。 
 

① 海外・国内の他都市調査 
② 有識者及び専門家 

Ⅴ 教育ICT                                   5,021,810千円 

・ 校務効率化、学校教育の質の向上、子どものＩＣＴ活用力の向
上を図る。また、図書館の公衆無線LAN整備により、情報収集
の利便性向上を図り、市民サービスの向上につなげる。  

①  学校教育ICT活用 
② 校務支援ICT活用 
③ 図書館公衆無線LAN整備 



平成27年度 大阪市 ICT活用関連予算(案) 【所属・事業別】 

所属名 事業名 予算要求額 備考 

北区役所 北区役所における公衆無線LAN整備事業 106千円 Ⅰ 

都島区役所 都島区民センターにおける公衆無線LAN整備事業 7,299千円 Ⅰ 

都島区役所 都島区役所情報通信ネットワーク事業 90千円 Ⅰ 

此花区役所 及び ３区役所  Ustream動画配信事業 209千円 Ⅱ 

西区役所 スマホアプリによる西区魅力発信事業 550千円 Ⅱ 

天王寺区役所 子育てアプリ普及事業 3,279千円 Ⅱ 

生野区役所 スマートフォンアプリを活用した地域魅力発信事業 1,024千円 Ⅱ 

生野区役所 生野ものづくりタウン事業 （オープンデータ） 972千円 Ⅲ 

生野区役所 人権啓発推進事業 （高齢者向けICT講座） 600千円 Ⅱ 

住之江区役所 小中一貫校設立に向けた特色ある教育環境づくり事業＜仮称＞ 3,141千円 Ⅴ 

住之江区役所 「南港スマートウェルネス」プロジェクト （健康状況の見える化等） 1,620千円 Ⅳ 

住之江区役所 防災情報システム活用事業 1,013千円 Ⅰ 

危機管理室 防災アプリ開発事業 3,618千円 Ⅱ 

経済戦略局 及び ７区・局 タブレットを活用した業務プロセス改善（BPR）事業 1,232千円 Ⅳ 

総務局 最先端ＩＣＴ装備都市推進事業 39,949千円 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅵ 

総務局 及び 11区・局  庁内情報ネットワークリモートコントロールシステム活用事業 6,534千円 Ⅳ 

環境局 ごみアプリ普及事業 190千円 Ⅱ 

教育委員会事務局 学校教育ＩＣＴ活用事業 4,108,340千円 Ⅴ 

教育委員会事務局 校務支援ＩＣＴ活用事業 905,985千円 Ⅴ 

教育委員会事務局 図書館公衆無線LAN整備事業 4,344千円 Ⅴ 

合 計 5,090,095千円 
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